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ご あ い さ つ
　2023年の新春を迎え、皆様におかれましては益々
ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　日頃より弊社事業につきまして、特段のご理解と
ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　
　2019年に発生した新型コロナウイルス感染症は、
新たな変異株（オミクロン株）の感染が急速に広が
り感染者数が増加しましたが、まん延防止措置も解
除され、様々な行動制限の緩和が始まりました。
　一方、ロシアによるウクライナ侵攻は、穀物相場
に大きな影響を与え、国内自給飼料増産への取り組
みが益々重要となっております。
　弊社としましては、草地更新や草地管理による自
給飼料増産および乳酸菌を使用した良質なサイレー
ジ生産の提案を通じて課題解決に貢献してまいりま
す。
　また、創業の精神である「健土健民」と社是であ

る「技術と誠意で農業奉公」の企業理念のもと、地
域に適した牧草・飼料作物種子の品種開発とお客様
のニーズに合わせた配合飼料の製造、供給を行い、
飼養管理技術を通じて、生産現場に貢献してまいり
ます。
　厳しい環境下ではありますが、初心を忘れず、基
本を忠実に実行してまいりますので、引き続き、よ
ろしくお願い申し上げます。

　2023年の皆々様のご健勝と益々のご繁栄を心から
祈念申し上げ、新春のご挨拶とさせていただきま
す。

　2023年元旦

雪印種苗株式会社　　　　　　　　
代表取締役社長　笠松　宏一
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